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今 月 の トォフ

伊万里の元気を創る

　満員の観客席から熱い声援を受け、
元気いっぱい力の限りを尽くす小学生
力士たち。５月 18 日に開催された恒
例の市少年相撲大会では、土俵の上で
互いに一歩も譲らず、がっぷり四つに
組む『名勝負』が続出！会場が大いに
沸きました。【21 ページに上位入賞結
果などの関連記事を掲載しています】

！市 民 力市 民 力

つく

地 域 力地 域 力

企 業 力企 業 力

『３つの力』

！

！
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防
災
特
集

　

災
害
か
ら
暮
ら
し
を
守
る

〜
７
月
９
日
は
市
民
防
災
の
日
〜

　
私
た
ち
の
住
む
伊
万
里
市
は
、
中
山
間
地
の
地
形
や
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

河
川
が
流
れ
、
土
砂
災
害
や
台
風
な
ど
の
風
水
被
害
を
受
け
や
す
い
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
最
近
は
日
本
各
地
で
地
震
が
頻
発
し
て
お
り
、
本
市
で
も

平
成
17
年
３
月
に
震
度
４
の
地
震
を
観
測
し
ま
し
た
。
い
つ
、
ど
の
よ
う

に
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
し
て
、
自
分
た
ち
の
暮

ら
し
の
安
全
を
守
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
て
お
き
た
い
こ
と
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
昭
和
42
年
７
月
９
日

の
大
水
害
を
教
訓
と
し
、
そ
の
記

憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

ま
た
地
域
や
家
庭
な
ど
に
お
い
て

一
人
ひ
と
り
の
『
防
災
』
意
識
を

高
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
市
と

市
民
全
体
で
防
災
対
策
を
行
っ
て

い
く
た
め
、
昨
年
度
よ
り
７
月
９

日
を
『
市
民
防
災
の
日
』
と
し
て

定
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
単
位
時
間
（
１
時

間
・
３
時
間
・
24
時
間
）
あ
た
り

の
雨
量
を
基
に
発
表
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
か
ら
は
１
時
間
、

３
時
間
雨
量
に
加
え
て
「
ど
の
く

ら
い
雨
が
地
中
に
た
ま
っ
て
い
る

か
」
ま
た
は
「
地
中
に
た
ま
っ
た

水
の
流
出
量
や
川
の
流
域
か
ら
集

ま
る
水
が
ど
の
く
ら
い
か
」
を
指

標
に
し
て
、
警
報
な
ど
が
発
表
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
基
準
も
市
町
村
ご

と
に
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ

り
災
害
発
生
の
危
険
度
が
的
確
に

警
報
な
ど
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
発
表
さ
れ

た
場
合
は
、
十
分
な
注
意
が
必
要

で
す
。

○
解
　
説

■
大
雨
警
報
・
注
意
報
と
は
・
・

　
大
雨
に
よ
る
重
大
な
災
害
（
浸

水
災
害
、
土
砂
災
害
）
が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
予
想
し
た
と

き
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
雨
が
や
ん

で
も
災
害
の
お
そ
れ
が
残
っ
て
い

る
と
き
は
発
表
は
継
続
さ
れ
ま
す
。

■
洪
水
警
報
・
注
意
報
と
は
・
・

　
大
雨
や
長
雨
な
ど
で
河
川
が
増

水
し
、
重
大
な
災
害
（
河
川
の
氾は

ん

濫ら
ん

や
堤
防
の
決
壊
な
ど
に
よ
る
災

害
）
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
予
想
し
た
と
き
に
発
表
さ
れ
ま

す
。

　『
竜
巻
注
意
情
報
』
の
提
供
が

　
始
ま
り
ま
し
た

　『
竜
巻
』
と
聞
く
と
日
本
で
は
あ

ま
り
な
じ
み
が
な
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
が
、
最
近
で
は
平
成
18
年
９

月
に
宮
崎
県
延
岡
市
で
３
人
の
死

者
が
出
る
大
き
な
竜
巻
が
発
生
し

て
お
り
、
佐
賀
県
で
も
平
成
16
年

７
月
に
佐
賀
市
や
鳥
栖
市
で
竜
巻

が
発
生
し
、被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
気
象
庁
で
は
、
今
年
３
月
26
日

か
ら
、
新
た
に
『
竜
巻
注
意
情
報
』

の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。

　
近
く
で
は
脊
振
山
に
レ
ー
ダ
ー

が
設
置
さ
れ
、
発
生
の
可
能
性
が

高
ま
っ
た
と
き
、
県
単
位
で
気
象

台
か
ら
発
表
さ
れ
、
約
１
時
間
先

ま
で
の
注
意
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
竜
巻
は
台
風
な
ど
と
違
い
、
極

め
て
狭
い
範
囲
で
短
時
間
に
発
生

す
る
も
の
な
の
で
、
予
測
が
大
変

難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
『
前
兆
』
が
あ
れ

ば
、
注
意
情
報
と
併
せ
て
警
戒
し

ま
し
ょ
う
。

①
真
っ
黒
い
雲
で
周
囲
が
急
に
暗

　
く
な
る

②
雷
鳴
が
と
ど
ろ
く

③
冷
た
い
風
が
吹
く

④
大
粒
の
雨
や
ひ
ょ
う
が
降
る
な
ど

■
竜
巻
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
ら

　
屋
内
で
は
窓
・
カ
ー
テ
ン
を
閉

め
、
１
階
ま
た
は
地
下
室
の
中
央

付
近
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
屋
外
で
は
プ
レ
ハ
ブ
や
樹
木
か

ら
離
れ
て
頑
丈
な
建
物
の
中
に
避

難
す
る
か
、
体
が
隠
れ
る
く
ぼ
み

な
ど
に
頭
を
保
護
し
て
隠
れ
ま
し

ょ
う
。
運
動
会
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
、

工
事
現
場
な
ど
で
は
速
や
か
な
避

難
が
大
切
で
す
。

大
雨
警
報
・
注
意
報
や
洪

水
警
報
・
注
意
報
の
指
標
・

基
準
が
変
わ
り
ま
す

７
月
９
日
は

市
民
防
災
の
日
で
す



ポイント

危険な場所を避けて避難
　壁や自動販売機などの倒れやすいものの近くや、がけ、

川べりなどの崩れやすい場所は避けて避難しましょう。

ポイント

避難の前に二次災害防止
　電気のブレーカーを落とし、ガスの元栓を締めて二次

災害を防ぎましょう。

ポイント

近所の人と一緒に、決められた場所へ
　勝手な判断は禁物です。避難はまず指定された集合場

所へ行きましょう。

ポイント

お年寄り、子どもの手はしっかり握る
　お年寄りや子どもは離ればなれにならないように、手

をしっかり握って避難します。洪水などで足元が見えな

いときは長い棒などを杖代わりにして、安全を確保しな

がら歩きます。

ポイント

協力して救出、救護
　お年寄りや体の不自由な人（災害時要援護者といいま

す）には声をかけ、助け合いましょう。救助が必要な人

を発見したら、可能な限り救出を試みます。

ポイント

　無理は禁物！危険と判断したらすぐ
　消防や警察などに連絡して救助を求
　めましょう。

１

２

３

４

５

！
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家の周囲の点検と整備
　雨どいや側溝を掃除して水の流れをよくしておきましょ

う。壁や塀などに破損箇所がないかチェックし、あれば修

理や補強をしておきましょう。崩れやすいがけなど、家の

周りの危険箇所を調べることも大切です。浸水の可能性が

ある地域では家財道具を２階や高い所に移しておいた方が

安心です。

　　　　　 まずは情報収集が大事
　これからの時期、注意しておかなければならないのは、

集中豪雨や台風といった風水害でしょう。これらは地震と

比べて襲ってくる時期や規模をある程度予測することがで

きます。日ごろからニュースや天気予報をこまめにチェッ

クして、注意が必要な時はテレビやラジオ、インターネッ

トなどで、最新の気象情報を入手するように心がけましょう。

　　　 避難場所・避難経路などの確認
　避難場所や避難経路、家族が離ればなれになったときの

連絡方法や集合場所などを確認しておきましょう。雨の日

は水の流れなどに注目。水没しやすい道路や、少しの雨で

も水かさが増す川などを確認しておきましょう。

非常持ち出し品の準備
　懐中電灯、ラジオ、応急医薬品、非常食品、貴重品、衣

類など、家族構成に応じた非常持ち出し品をまとめて、す

ぐ取り出せる場所に準備しておきましょう。持ち出すもの

は最小限にし、避難するときに両手が使えるように、リュッ

クサックなどに入れておきましょう。

日ごろの備えのポイントは？避難のポイントは？

防災特集

『備えの情報』ご活用ください
　防災意識を高め、安全・安心な暮らしづくりに役立つ『エ

フエム佐賀防災ハンドブック 2007』（写真下）をご活用く

ださい。ご希望の人は、下記までお問合わせください。

　　　　　　　　　　　 ■問合先
　　　　　　　　　　　（株）エフエム佐賀

（☎ 0952 ㉕ 7790）
　　　　　　　　　　　（社）佐賀県建設業協会

（☎ 0952 ㉓ 3117）
注）引用：『防災ハンドブック 2007』より抜粋
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本
格
的
な
雨
期
を
前
に
し
た
５
月
20
日
、
市
は
伊
万
里
土
木
事
務
所

や
伊
万
里
農
林
事
務
所
、
警
察
、
消
防
本
部
な
ど
と
合
同
で
防
災
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
災
害
発
生
の
危
険
が
あ
り
、
そ
の
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
る
か
所
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
平
成
18
年
９
月
に
河
川
が
氾
濫
し
一
人
が
亡
く
な
ら
れ
た

南
波
多
町
の
徳
須
恵
川
流
域
（
写
真
右
上
）
と
、
老
朽
化
が
進
み
災
害

の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
黒
川
町
立
目
の
た
め
池
（
写
真
左
上
）
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
復
旧
や
改
良
工
事
を
進
め
て

い
る
土
木
事
務
所
、
農
林
事
務
所
の
担
当
者
か
ら
現
地
で
説
明
を
受
け
、

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
確
認
・
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
ろ
う
」
を
合
言
葉
に
、
各

行
政
区
単
位
で
『
地
区
防
災
会
』

が
結
成
さ
れ
、
地
区
防
災
委
員
を

中
心
に
次
の
よ
う
な
自
主
的
な
防

災
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
災
害
時
要
援
護
者
（
災
害
時
の

　
援
護
が
必
要
な
一
人
暮
ら
し
の

　
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
）
の
居

　
住
地
の
把
握
・
確
認

②
災
害
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合

　
の
、
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
声

　
か
け
巡
回
や
住
民
へ
の
警
戒
呼

　
び
か
け

③
災
害
情
報
の
収
集
と
市
災
害
対

　
策
本
部
へ
の
伝
達

④
住
民
の
防
災
意
識
の
啓
発
、
高
揚

⑤
市
が
行
う
防
災
訓
練
へ
の
参
加

　
協
力
な
ど

　
災
害
が
発
生
し
た
、
ま
た
は
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
感
じ
た
場

合
は
、
一
刻
も
早
く
避
難
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
災
害
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
が
、
被
害
の
拡

大
を
食
い
止
め
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
の
で
、
左
に
掲
げ
る
防

災
機
関
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

機　関　名 こんなとき 電話番号

伊万里市役所
地すべり、がけ崩れ、道路の損壊、
河川の増水などのとき

　　☎㉓２１１1

伊万里土木事務所
地すべり、がけ崩れ、道路の損壊、
河川の増水などのとき

　　☎㉓４１５１

伊万里警察署
災害により生命、身体、財産に危
害が及びそうなとき

　　☎１１０または
　　☎㉓３１４４

伊万里市消防本部
災害が発生したとき、けが人、病
人がでたとき

　　☎１１９または
　　☎㉓２１９９

伊万里市水道部 水道管の破裂などのとき 　　☎㉓５４００

九州電力 ( 株 )
武雄営業所

停電などのとき（波多津地区を除く）
フリーダイヤル
☎ 0120-986-304

九州電力 ( 株 )
唐津営業所

停電などのとき(波多津地区）
フリーダイヤル
☎ 0120-986-301

■ 緊急時の主な連絡先

■ 緊急時には携帯電話でも情報を発信します
　 地震発生などの緊急時に限り、携帯電話用のホームページを開設します。外出時

の情報収集にお役立てください。ホームページアドレスは以下のとおりです。
http://www.city.imari.saga.jp/keitai/index.html

※九州電力の携帯サイトにもリンクしています

早
め
の
避
難
と
通
報
を
！

雨
期
を
前
に

　
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

ご
存
じ
で
す
か
？

地
区
防
災
会
の
活
動



5 2008.6

○下表の避難所の小・中学校体育館や老人憩の家などは、休日・夜間は無人となるため、各町公民館への
　避難を案内していますが、各町の公民館へ避難する場合は、事前に電話で確認のうえ、避難してください。
　電話がつながらない場合は、市役所（☎㉓２１１１）へ電話してください。
○下表の緊急避難場所としている小・中学校のグラウンドなどは、突発的に大規模な風水害が発生し、市
　の災害対策本部から指示があるまでの間、一時的に避難する場所であることを示しています。

地　区 緊　急　避　難　場　所 避　難　所 電　話　番　号

伊万里
伊万里小学校グラウンド
啓成中学校グラウンド
市民センターお祭り広場

伊万里小学校体育館 ☎㉓４１２８
啓成中学校体育館 ☎㉒３６００
伊万里公民館 ☎㉓９９８８
生涯学習センター ☎㉒１２６２
老人福祉センター ☎㉒７１０８

牧　島 牧島小学校グラウンド
牧島小学校体育館 ☎㉓３３５０
牧島公民館 ☎㉒５７８３

大　坪
大坪小学校グラウンド
伊万里中学校グラウンド
国見台運動公園

大坪小学校体育館 ☎㉓６１４８
伊万里中学校体育館 ☎㉓４１５８
大坪公民館 ☎㉓９８９８

立　花 立花小学校グラウンド
立花小学校体育館 ☎㉓２１００
同和教育集会所 ☎㉒７４６２
立花公民館 ☎⑳４５６７

大川内 大川内小学校グラウンド
大川内小学校体育館 ☎㉓２５４２
大川内公民館 ☎㉓２７７４

黒　川
黒川小学校グラウンド
青嶺中学校グラウンド

黒川小学校体育館 ☎㉗００１０
青嶺中学校体育館 ☎㉗００５３
黒川公民館 ☎㉗０００１
林業研修センター 　     -

波多津

波多津小学校グラウンド
波多津東小学校グラウンド
青嶺中学校グラウンド
波多津運動広場

波多津小学校体育館 ☎㉕０００４
波多津東小学校体育館 ☎㉕００６４
青嶺中学校体育館 ☎㉗００５３
波多津老人憩の家 ☎㉕０８９０
波多津体育館 　     -
波多津公民館 ☎㉕０００１

南波多
南波多小学校グラウンド
南波多中学校グラウンド

南波多小学校体育館 ☎㉔２００７
南波多中学校体育館 ☎㉔２００８
南波多ミニスポーツ会館 　     -
南波多公民館 ☎㉔２００１

大　川
大川小学校グラウンド
東陵中学校グラウンド
大川運動広場

大川小学校体育館 ☎㉙２００５
東陵中学校体育館 ☎㉖２０１２
隣保館 ☎㉙２０８８
大川老人憩の家 ☎㉙２０５１
大川体育館 　     -
大川公民館 ☎㉙２００１

松　浦
松浦小学校グラウンド
東陵中学校グラウンド
松浦運動広場

松浦小学校体育館 ☎㉖２０５０
東陵中学校体育館 ☎㉖２０１２
松浦公民館 ☎㉖２００１

二　里
二里小学校グラウンド
国見中学校グラウンド
国見台運動公園

二里小学校体育館 ☎㉓３４６３
国見中学校体育館 ☎㉓５１９５
二里公民館 ☎㉓３０２４

東山代

東山代小学校グラウンド
国見中学校グラウンド
滝野小中学校グラウンド
東山代運動広場

東山代小学校体育館 ☎㉘００２４
国見中学校体育館 ☎㉓５１９５
滝野小中学校体育館 ☎㉘００２３
東山代公民館 ☎㉘０００１
夢耕房たきの ☎㉘２１６１

山　代

山代東小学校グラウンド
山代西小学校グラウンド
山代中学校グラウンド
浦ノ崎運動広場

山代東小学校体育館 ☎㉘２００９
山代西小学校体育館 ☎㉘３０１５
山代中学校体育館 ☎㉘２０２６
山代老人憩の家 ☎㉘４１５２
山代公民館 ☎㉘２００１

いざという時の主な　避難場所一覧　■問合先　総務課行政係（ 　☎㉓２１２３）

防災特集

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索
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毎
年
６
月
５
日
は
、
国
連
に
よ
り
『
世

界
環
境
デ
ー
』
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
で
も
、
環
境
基
本
法
に
よ
り
こ
の
日
を

『
環
境
の
日
』
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
日
を
中
心
と
す
る
６
月
の

１
か
月
間
を
『
環
境
月
間
』
と
し
て
、
各

種
の
催
し
な
ど
普
及
啓
発
活
動
が
全
国
的

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
こ
れ
を
機
会
に
、
身
の
ま
わ

り
の
環
境
に
つ
い
て
、
今
一
度
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　平成 19 年度の１年間に、環境センターで
処理したごみの量は 1 万 5657 ㌧で、市民
一人あたり１日 732 ㌘の排出量となります。
10 年前と比較すると、総排出量で 10％、市
民一人あたりの排出量にいたっては、14％も
増加しています。
　また、伊万里市のごみを処理している環境
センターも建設から 25 年以上を経過し、老
朽化による処理能力の低下、維持費の増加と
いった問題を抱えています。
　このことから、できるだけごみの量を削減
し、資源の有効利用を図る『資源循環型社会』
を構築していく必要があります。

世 帯 数

粗 大 ご み

不 燃 ご み

燃えるごみ

市
民
み
ん
な
で

伊
万
里
市
の
環
境
を

６月は環境月間です
守
り
ま
し
ょ
う

H5    H10   H15   H17   H18   H19

20,000

16,000

12,000

8,000

4000

0

20,000

16,000

12,000

8,000

4000

ごみの総排出量 世帯数
（トン）

収　　集

資源再生施設

家庭のごみ

リサイクルサンデー

環境センター最終処分場（埋立地）

紙類、金属類、ビン類など
の資源物を収集されます

金属やペットボトル、
トレイなどはリサイク
ルされます

ごみは分別後に焼却および
圧縮などが行われます

埋立地にも限界がありま
す。ごみ減量化への取り組
みが必要です

ごみはどうやって処分されるの？

伊万里市のごみの量はどれくらい？
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家
庭
か
ら
出
た
ご
み
、
会
社
か

ら
出
た
ご
み
な
ど
、
ご
み
の
種
類

に
か
か
わ
ら
ず
、
野
外
で
の
焼
却

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。（
廃
棄
物

　
市
民
に
よ
る
ご
み
の
減
量
化
・

資
源
化
が
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
る

一
方
で
、
一
部
の
心
無
い
人
た
ち

に
よ
る
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま

　いままでごみとして捨ててしまっていたものを、

これからは大切な資源として繰り返し使っていくこ

とが大切です。『３Ｒ活動』を広げて循環型社会を

つくりましょう。

● レジ袋もごみになるため、買い物に行く

　時にはマイバッグを持参する
● 詰め替え商品を利用し、使い捨て商品は

　できるだけ購入しない

ごみを減らす

REDUCE
リデュース

● 壊れたら修理する
● リサイクルフェアや不用品交換情報掲示

　板を活用する。市では 9 月末にリサイク

　ルフェアを開催します

繰り返し使う

REUSE
リユース

● 空き缶・空き瓶・古紙は、地域の資源ご

　み回収（＝リサイクルサンデー）に出す
● 空き瓶は酒屋さんでも回収されています
● 市指定袋での分別収集に協力する

資源を再利用する

RECYCLE
リサイクル

H5    H10   H15   H17   H18   H19

4,000

3,000

2,000

1,000

0

20

15

10

5

資源化量 リサイクル率
（トン） （％）

リサイクル率

環境センター
資源化量

リサイクル
サンデー
資源化量

伊万里市のリサイクルの現状

※ごみの総排出量は、右
ページのグラフでわか
るように大きな変動は
ありませんが、リサイ
クル率は、ここ数年低
下しています

３R活動ってどんなこと？

ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

野
外
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

せ
ん
。
市
で
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
投
棄
現
場
を

目
撃
し
た
人
は
、
日
時
、
場
所
、

車
両
の
特
徴
な
ど
を
控
え
て
警
察

署
ま
た
は
保
健
福
祉
事
務
所
、
市

役
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
地
権
者
の
方
は
、
不
法
投
棄
さ

れ
な
い
よ
う
に
除
草
や
車
の
進
入

防
止
な
ど
の
土
地
の
管
理
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
自
分
の
土
地
で
あ
っ

て
も
ご
み
の
投
棄
は
禁
止
で
す
。

ご
み
は
適
正
な
処
理
を
行
い
、
美

し
い
自
然
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

第
16
条
の
２
）

　
野
外
焼
却
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
に
よ
る
汚
染
を
は
じ
め
と
す
る

大
気
汚
染
の
原
因
と
な
る
ほ
か
、

煙
や
悪
臭
、
飛
灰
な
ど
は
近
隣
の

生
活
環
境
に
被
害
を
与
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ご
み
を
処
分
す
る
場
合
、
一
般

家
庭
の
場
合
は
収
集
日
に
ご
み
集

積
場
所
へ
出
す
、
会
社
の
場
合
は

業
者
へ
委
託
す
る
な
ど
し
て
、
野

外
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

特 集 ６ 月 環 境 月 間
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　伊万里市では、大気中の二

酸化窒素の濃度を６か所で測

定しています。二酸化窒素は、

工場や自動車、家庭で使用し

ている燃料を燃やしたときに

排出されるもので、呼吸器を刺激し、気管支炎などを

引き起こす物質です。調査の結果、すべての地点で環

境基準を達成していて良好な状態でした。

　佐賀県で測定している項目のうち、光化学オキシダントの数値が高くなって

いて、環境基準（0.06ppm）をしばしば超えています。

　高い数値が続くと、目や呼吸器に強い刺激を与えますので、佐賀県から注意

報が発令されます。子どもなどの屋外活動を引率する人は、天気の良い日には

佐賀県の情報にご注意ください。
※『防災ネットあんあん』で光化学オキシダントに関する注意報を入手することがで

きます。各町公民館に備え付けの説明書をご覧のうえ登録し、ご利用ください

　市では、市内８地点で河川の水質を調査しています

が、うち５地点で環境基準が設定してあります。河川

の水の汚濁の程度を示すものが BOD ですが、５地点

の測定の結果は左のとおりで良好な状態でした。

　また、伊万里湾の水質についても４地点で調査して

います。海水の汚濁の程度を示すものが COD ですが、

測定の結果は左のとおりとなりました。

　黒川町福田で環境基準を超えていますが、県が同時

期に行った黒川町福田と山代町浦之崎の中間地点での

調査結果が良好な推移を示していますので、特に問題

はないと思われます。

測定地点 測定値 環境基準

立花町・中央交番 0.007

0.06 以下

木須町・牧島公民館 0.005

二里町・国見台運動公園 0.007

二里町・二里公民館 0.006

東山代町・川内野 0.003

山代町・久原弁財天 0.004

※環境基準とは、達成することが
望ましい数値基準のことです

●二酸化窒素濃度 平成 19 年度　単位：ppm

河川名 測定地点 測定値 環境基準

有田川 二里町・大井手井堰 1.3

2.0 以下

伊万里川 大坪町・六仙寺橋 0.8

松浦川
松浦町・馬ン頭堰 1.2

大川町・井手口川合流点 1.1

徳須恵川 南波多町・高瀬橋 1.5

●河川 BOD(75％）値 平成 19 年度　単位：mg/ ℓ

測定地点 測定値 環境基準

黒川町・福田 4.1
2.0 以下

黒川町・七ッ島工業団地北 1.8

黒川町・七ッ島工業団地西 1.8
3.0 以下

黒川町・七ッ島工業団地南 2.3

●海水 COD(75％）値 平成 19 年度　単位：mg/ ℓ

伊万里市の環境の状況は？

平成 19 年度の測定結果をお知らせします大気質・水質

大気質

水　質

河川水

海　水

光化学オキシダント （光化学スモッグ）

防災ネットあんあん
〈佐賀県情報 QR コード〉

大坪町・六仙寺橋

二里町・国見台運動公園
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　家庭から出される水は、海や川の水を汚す
大きな原因になります。水をきれいにするた
めに、下水道などへの接続はもちろん、流す
ものを減らすように努めましょう。
　流すものを減らす方法としては、次のよう
なものがあげられます。
①洗剤は適量を使用しましょう。洗剤不要の

スポンジも有効です ｡
②料理で残ったもの（米のとぎ汁・煮汁 ･ 生

ごみ・油など）はなるべく流さず、再利用
を考えてみましょう。特に、固形のものや
濃いものは流さないようにしましょう。

爆音機
　　カラスやスズメなどの動物から農作物を

守るために、爆音機が使用されていますが、
一方ではその大きな音による被害が市に寄
せられています ｡ 体の弱っている人、子ど
もなどにかける負担は大きいものです。爆
音機の設置は周辺の環境に配慮をお願いし
ます ｡

ペットの鳴き声
　　家族の一員としてペットを飼う家庭が増

えていますが、一方ではその鳴き声に対す
る苦情も増えています ｡ 特に犬の無駄吠え
については、しつけやストレスの発散によ
ってある程度抑えられますので、飼い主に
は適正なしつけと運動をお願いします。

わたしたちに

できること

空地の管理
　　管理されていない空地は、蚊などの昆虫

の発生源となるだけでなく、最近苦情が多
いセイタカアワダチソウが繁茂します ｡ 特
に住宅地の空地の所有者は、周辺環境に配
慮して適正な除草を心がけましょう ｡

個人墓地
　　墓地以外の土地に遺骨を埋蔵することは

法律で禁止されています ｡ 個人の所有地で
あっても墓地として使用することはできま
せんので、墓碑の建立はしないでください。

ペットの糞
ふん

尿
　　犬の散歩が多いか所で、ふんの放置が問

題になっています ｡ 散歩をするときには処
理の道具を持って出かけ、犬がふんをした
時には確実に片付けましょう。

　　また、飼い主のいない猫にエサを与える
ことによって、猫が集まり、近くの人家で
その猫がふんをするという苦情が寄せられ
ています ｡

　　このような『飼うつもりのない給
きゅうじ

餌行為』
は、周辺住民の迷惑になりますので控える
ようにしましょう。

■問合先

　環境課（☎㉓２１４４）

海・川の水をきれいに

衛生的な暮らし静 か な 暮 ら し

住みよい環境を守るために

特 集 ６ 月 環 境 月 間
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伊
万
里
市
立
市
民
病
院
と
有
田
共
立
病
院
が
統

合
し
て
開
院
す
る
新
た
な
公
的
病
院
に
つ
い
て

は
、
そ
の
内
容
な
ど
を
検
討
・
協
議
す
る
推
進
協

議
会
を
設
け
、
こ
れ
ま
で
に
候
補
地
の
選
定
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
推
進
協
議
会
で
進
め
て
き
ま
し
た
基

本
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
用
地
の
買
収
お
よ
び
造
成
を
進
め
、

基
本
設
計
と
実
施
設
計
を
行
い
、
平
成
23
年
４
月

の
開
院
を
め
ざ
し
、
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
に
安
心
感
を
も

た
ら
す
地
域
内
完
結
の

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
実
現
す
る
た
め
、
新
病

院
に
は
よ
り
重
要
な
役

割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
た
め
、
新
病
院

は
、
公
的
病
院
と
し
て
総
合
的
な

医
療
が
提
供
で
き
る
、
県
西
部
保

健
医
療
圏
に
お
け
る
中
核
的
病
院

と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
的
な
医
療
サ
ー
ビ

ス
だ
け
で
な
く
、
高
度
・
専
門
医

療
や
特
殊
医
療
、
小
児
医
療
、
救

急
医
療
な
ど
政
策
的
な
医
療
を
提

供
し
、
地
域
医
療
体
制
の
確
保
と

医
療
水
準
の
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。

■開設予定地

　西松浦郡有田町二ノ瀬

■開院予定時期

　平成２３年４月

■施設規模
● 敷地面積　約３万 2000 ㎡
● 延べ床面積　約１万 5000 ㎡
● 病床数　228 床

　（一般病床 224 床、感染症病床４床）

■医療スタッフ
● 医師数　22 人
● 看護師数　136 人

※薬剤師、検査技師、事務職員などを

　除きます

■診療科目　15 科

　内科、神経内科、呼吸器科、消化器科、

　循環器科、小児科、外科、整形外科、

　脳神経外科、泌尿器科、眼科、耳鼻

　いんこう科、リハビリテーション科、

　リウマチ科、放射線科

■概算事業費

　約５４億 4700 万円

※用地取得・造成費、医療機器の購入

　費などを含みます

平成１９年２月１日
　有田町役場内に公的病院統合
　準備室を設置
平成１９年９月３日
　建設候補地を有田町二ノ瀬地
　区に決定
平成２０年２月１日
　伊万里・有田地区医療福祉組
　合が発足
平成２０年５月８日
　公的病院統合基本計画を決定

地域に愛され　 信頼される病院をめざして

平
成
23
年
４
月
開
院
、15
診
療
科
・
228
床
を
整
備

 
基
本
計
画
が
で
き
ま
し
た

伊
万
里
・
有
田
地
区
公
的
病
院
統
合
の

建
設
予
定
地

市町境国
道
２
０
２
号

松
浦
鉄
道

有
田
川

↓

伊万里市

有田町

長井手橋 ↓

吉
野
川

〒中里郵便局

■これまでの主な経緯

　伊万里・有田地区医療福祉組
　合事務局　　  （☎㊻２０１４）

　伊万里市立市民病院
（☎㉓４１２１）

■問合先

新病院の役割

院 の 計 画 概 要病新

伊万里市

有田町

■建設予定地（位置図）
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１ 良質な医療を提供する病院
２ 信頼される病院
３ やさしい病院
４ 安定経営のできる病院

○
救
急
医
療

　
救
急
受
け
入
れ
体
制

　
の
整
備
と
充
実
を
図

　
り
、
地
域
住
民
の
皆
さ

　
ん
が
安
心
し
て
生
活

　
で
き
る
救
急
医
療
を

　
提
供
し
ま
す
。

○
地
域
医
療
機
関
と
の

　
　
　 

連
携

　
高
度
・
専
門
医
療
を
提
供
し
て

い
く
地
域
の
中
核
的
病
院
と
し

て
、
地
域
の
医
療
機
関
（
民
間

病
院
な
ど
）
と
の
連
携
を
図
り
、

将
来
的
に
は
地
域
医
療
支
援
病

院
を
め
ざ
し
ま
す
。

○
健
診
・
ド
ッ
ク
機
能

　
疾
病
の
早
期
発
見
や
生
活
習
慣

病
な
ど
の
予
防
の
た
め
、
健
診
・

　
地
域
の
中
核
的
病
院

と
し
て
、
次
の
医
療
機

能
を
整
備
し
ま
す
。

①
救
急
告
示
病
院
と
し

　
て
必
要
な
救
急
機
能

　
お
よ
び
小
児
救
急
医

　
療
機
能

②
が
ん
化
学
療
法
の
機

　
　
　
　
　
能
強
化

③
循
環
器
系
医
療
、
脳
卒
中
の
診

　
断
・
治
療
に
対
す
る
機
能
強
化

④
地
域
に
お
け
る
保
健
・
医
療
・

　
福
祉
の
一
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
提

　
供
の
た
め
の
拠
点
機
能

　
ま
た
、
新
病
院
で
は
、
地
域
の

中
核
的
病
院
と
し
て
機
能
す
る
た

め
、
現
在
の
両
病
院
の
診
療
科
目

に
加
え
、
患
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
新
た
に
神
経
内
科
と
リ
ウ
マ
チ

科
を
新
設
し
、
右
ベ
ー
ジ
に
示
し

た
15
科
と
し
ま
す
。

　新病院では、建設事業費の償還が加わ

り、厳しい経営になると予想されますが、

今まで以上の収益増と費用の縮減などに

より健全経営を推進していきます。

　新病院の経営形態としては、現在の市

民病院や共立病院のように地方公営企業

法を一部適用させるほか、全部適用や地

方独立行政法人、指定管理者による運営

などが考えられますが、それぞれの経営

形態に特長があります。

　新病院は、公的な中核的病院として、

すべての住民に公平で良質な医療を提供

するとともに、救急医療など不採算部門

であっても政策的に確保しなければなら

ない部門があります。

　今後、伊万里・有田地区医療福祉組合

において、公共性と経済性の両面から十

分な検討を行い、新病院の経営形態を決

定することになります。

地域に愛され　 信頼される病院をめざして

小
児
救
急
医
療
に
も
対
応
、24
時
間
安
全
・
安
心

ド
ッ
ク
機
能
を
充
実
し
ま
す
。

○
災
害
時
の
対
応

　
地
震
や
台
風
、
水
害
な
ど
災
害

時
に
お
い
て
も
継
続
的
な
医
療

が
提
供
で
き
る
体
制
を
整
備
し

ま
す
。

○
経
営
健
全
化
の
推
進

　
医
療
情
報
の
一
元
管
理
を
推
進

し
、
院
内
業
務
を
効
率
化
し
て

経
営
の
健
全
化
を
図
り
ま
す
。

○
人
材
の
確
保

　
医
療
の
質
の
向
上
と
安
全
・
安

心
な
医
療
の
提
供
を
図
る
た

め
、
医
師
や
看
護
師
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

　新病院は、質の高い医療と良いサービ
スを提供し、地域住民から『愛され信頼
される病院』をめざします

新病院の経営形態はどうなるの？

医 療 機 能

めざす『病院像』

運 営 方 針

　
社
会
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
少

子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
、
地
域

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
の
医
療
の
充
実
は
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
市
民
病
院

と
有
田
共
立
病
院
を
統
合
し
て

新
病
院
を
建
設
す
る
こ
と
が
決

定
し
た
も
の
で
す
。
地
域
の
中

核
的
病
院
に
ふ
さ
わ
し
い
、
高

度
医
療
や
救
急
医
療
に
対
応
す

る
充
実
し
た
病
院
と
な
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
は
、
新
病
院
が

安
定
的
か
つ
健
全
な
経
営
が
で

き
る
よ
う
、
業
務
の
効
率
化
や

シ
ス
テ
ム
化
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

待
望
の
中
核
的
病
院
が
誕
生
し
ま
す
！

伊万里・有田地区医療福祉
組合  公的病院統合準備室

副室長　中村武夫
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　伊万里市では不採算路線となっている路線バスについて、

バス事業者に補助金を交付し、市民の日常生活に必要な路線

バスの維持確保に努めています。

　しかし、バス利用者が減少しているため、事業者の赤字が

増え、補助金の額が増加しています。ここ数年の補助金の額

とバスの輸送人員（延べ利用人数）は、左の表のとおりです。

補
助
対
象
路
線
は
い
く
つ
あ
る
の
？

　
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
含
め
13
路
線
あ
り
ま
す
。

伊
万
里
市
は
市
域
が
広
い
た
め
、
路
線
数
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

１
路
線
あ
た
り
い
く
ら
補
助
し
て
い
る
の
？

　
路
線
の
距
離
で
補
助
額
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

路
線
ご
と
に
違
い
ま
す
。
最
も
多
い
と
こ
ろ
で
は

年
900
万
円
を
超
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
平
成
19

年
度
の
伊
万
里
市
の
赤
字
バ
ス
路
線
の
補
助
金
は

５
８
２
５
万
円
で
、
こ
れ
と
は
別
に
『
い
ま
り
ん
バ

ス
』
の
運
行
委
託
料
も
支
出
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
人
は
ど
れ
く
ら
い
？

　
平
成
19
年
10
月
に
乗
降
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
最

も
利
用
者
が
少
な
い
路
線
は
平
日
１
便
あ
た
り
平
均

２
人
で
、
他
の
ほ
と
ん
ど
の
路
線
が
平
均
10
人
未
満

と
な
っ
て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
？

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
税
金
か
ら
事
業
者
の
赤
字
分
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
バ
ス
利
用
者
が
少
な
い
と

赤
字
が
増
え
、
市
の
補
助
金
も
増
え
ま
す
の
で
、
路

線
の
廃
止
を
含
め
た
検
討
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
19
年
度
に
住
民
団
体
の
代
表
者

や
バ
ス
事
業
者
な
ど
で
『
伊
万
里
市
民
と
考
え
る
地

域
交
通
会
議
』
を
設
置
し
、
検
討
を
重
ね
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
提
言
で
は
「
地
域

の
交
通
は
地
域
住
民
・
事
業
者
・
行
政
の
三
者
が
一

体
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
路
線
バ
ス
の
再
編
に
つ
い
て
の
協
議
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
少
し
で
も
赤
字
を
減

ら
す
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
バ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
問
合
先
　
商
工
観
光
課
（
☎
㉓
２
１
１
０
）

●

対
　
象
　
平
成
20
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

に
一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
を

行
っ
た
住
宅

●

減
額
内
容
　
翌
年
度
分
の
固
定

資
産
税
の
３
分
の
１
を
減
額

（
120
㎡
分
ま
で
を
限
度
）

●

要
　
件

１
次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
工
事
の

う
ち
①
を
含
む
工
事
を
行
う
こ

と
。（
外
気
と
接
す
る
も
の
の
工

事
に
限
り
ま
す
）

①
窓
の
改
修
工
事

②
床
の
断
熱
改
修
工
事

③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

④
壁
の
断
熱
改
修
工
事

※
改
修
工
事
を
行
っ
た
部
位
が
現

行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す

２
改
修
工
事
が
平
成
20
年
１
月
１

日
に
存
在
す
る
住
宅
（
賃
貸
住

宅
を
除
く
。）
に
お
い
て
行
わ
れ

る
こ
と
。

３
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
が

30
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

●

対
　
象
　
平
成
20
年
10
月
１
日

か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

に
新
築
さ
れ
た
長
期
優
良
住
宅

●

減
額
内
容
　
新
築
か
ら
５
年
度

分
（
中
高
層
耐
火
建
築
物
は
７

年
度
分
）
の
固
定
資
産
税
の
２

分
の
１
を
減
額
（
120
㎡
分
ま
で

を
限
度
）

●

要
　
件
　
長
期
優
良
住
宅
の
普

及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
で
定

め
る
基
準
に
適
合
す
る
住
宅
と

し
て
、
次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の

す
べ
て
を
満
た
す
こ
と
。

①
住
宅
の
構
造
上
主
要
な
部
分
が

腐
食
な
ど
の
防
止
措
置
で
耐
久

性
を
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と

②
地
震
に
対
し
て
の
安
全
性
が
確

保
さ
れ
て
い
る
こ
と

③
間
取
り
の
構
造
お
よ
び
設
備
の

変
更
を
容
易
に
で
き
る
こ
と

④
配
管
の
点
検
・
交
換
な
ど
が
容

易
に
行
え
る
こ
と

⑤
一
定
の
省
エ
ネ
お
よ
び
バ
リ
ア

フ
リ
ー
性
能
な
ど
を
有
し
て
い

る
こ
と

減
額
措
置
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
や
、
工
事
内

容
の
基
準
な
ど
に
つ
い
て
は
、
左
記
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
問
合
先
　
税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
☎
㉓
２
１
４
９
）

▼
住
宅
の
省
エ
ネ
改
修

▼
長
期
優
良
住
宅
の
新
築

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
平
成
20
年
度

税
制
改
正

利用者の減少で市の補助金が増加路線バスの現状をお知らせします

気
に
な
る
疑
問
に

お
答
え
し
ま
す

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

7,493万円 32万9,264人

0        2,000     4,000     6,000     8,000

0          10           20          30          40

4,751万円

4,570万円

6,748万円

5,825 万円 22万6,653人

32万1,400人

26万6,218人

24万157人

(　　　補助金額：万円）

（　　　輸送人員：万人）
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議 会 報 告
平成 20 年第２回臨時会

　
平
成
20
年
第
２
回
臨
時
市
議
会
が
５
月
12
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
臨
時
会
で
は
、
一
般
議
案
５
件
と
予
算
議

案
５
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
は

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
ま
た
は
承
認
・
同
意
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
専
決
処
分
の
承
認

▽
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

　
改
正
（
２
件
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設

に
伴
い
、
新
た
に
保
険
料
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
る
人
へ
の
緩
和
措

置
な
ど
を
講
じ
る
た
め
、
平
成
20

年
３
月
31
日
に
専
決
処
分
に
よ
り

条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
賦

課
限
度
額
の
改
定
な
ど
を
行
う
た

め
、
平
成
20
年
４
月
30
日
に
専
決

処
分
に
よ
り
条
例
を
改
正
し
た
も

の
で
す
。

▽
税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
省

エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
住
宅
に

係
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
の

創
設
な
ど
を
行
う
た
め
、
平
成
20

年
４
月
30
日
に
専
決
処
分
に
よ
り

条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

▽
平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
８
号
）

　
法
人
市
民
税
お
よ
び
特
別
交
付

税
の
増
収
に
伴
い
、
積
立
金
を
増

額
す
る
な
ど
必
要
な
補
正
を
行
う

た
め
、
平
成
20
年
３
月
31
日
に
専

決
処
分
に
よ
り
補
正
予
算
を
編
成
し

た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
補
正
に
よ
り
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
10
億
円
が
追
加
さ

れ
、
平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算

の
総
額
は
221
億
68
万
８
０
０
０
円

と
な
り
ま
し
た
。

■
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　
固
定
資
産
評
価
員
・
片
岡
弘
道

氏
の
辞
任
に
伴
い
、
新
た
に
川
久

保 

茂
氏
を
選
任
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
20
年
度
国
民
健
康
保
険
特

　
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

ほ
か

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
な
ど
５
件
の
特

別
会
計
予
算
の
補
正
を
行
う
も
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
19
年
度
の
決

算
見
込
み
に
お
い
て
歳
入
不
足
が

生
じ
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
、
平

成
20
年
度
の
歳
入
を
繰
り
上
げ
て

充
用
す
る
も
の
で
す
。

※
専
決
処
分
　
議
会
の
議
決
を
要

す
る
案
件
を
早
急
に
決
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
で
あ
っ

て
、
議
会
を
開
く
こ
と
が
で
き

な
い
と
き
な
ど
に
、
市
長
の
判

断
で
決
定
（
処
分
）
し
、
そ
の

後
開
か
れ
る
議
会
で
承
認
を
求

め
る
も
の
（
地
方
自
治
法
第
179

条
第
１
項
）

一 

般 

議 

案

予 

算 

議 

案

春
の
叙
勲
・
褒
章

　
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

　
春
の
叙
勲
、
褒
章
、
危
険
業
務

従
事
者
叙
勲
が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　
市
内
の
受
章
者
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（
褒
章
受
章
者
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
）

叙 

勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

旭
日
双
光
章

▼
川
本
　
明
さ
ん
（
山
代
町
）

　
元
伊
万
里
市
長

▼
田
口
和
利
さ
ん
（
松
浦
町
）

　
元
２
等
陸
尉

▼
山
下
六
男
さ
ん
（
大
坪
町
）

　
元
伊
万
里
市
消
防
司
令
長

瑞
宝
双
光
章

▼
岩
見
由
起
子
さ
ん
（
二
里
町
）

　
保
護
司

▼
池
田
光
男
さ
ん
（
二
里
町
）

　
元
伊
万
里
市
消
防
団
副
分
団
長

　
佐
賀
県
男
女
共
同
参
画
推
進
員

と
し
て
、
市
内
で
次
の
３
人
が
県

知
事
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　
推
進
員
は
、
性
別
に
よ
る
差
別

的
な
取
扱
い
な
ど
男
女
協
働
参
画

に
関
す
る
相
談
の
受
付
け
や
啓
発

活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　

　
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
㉓
２
１
１
５
）

山口 昭徳さん
（山代町）
☎㉘０９６６

斎藤 美佐子さん
（東山代町）
☎㉓２０５５

川田 涼子さん
（脇田町）
☎㉒３２８４

佐
賀
県
男
女
共
同
参
画

推
進
員
を
紹
介
し
ま
す
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 伊万里地域スクーリングサポートセンターせいら

　
心
理
的
要
因
な
ど
に
よ
り
、
一

時
的
に
登
校
で
き
な
い
小
・
中
学

生
が
、
学
校
に
籍
を
お
い
た
ま
ま

『
出
席
取
り
扱
い
』
と
し
て
通
う
指

導
教
室
で
す
。

　
秘
窯
の
里
『
大
川
内
山
』
を
懐

深
く
抱
き
、優
し
く
包
み
込
む
『
青

螺
山
』
の
よ
う
に
と
名
を
借
り
、

平
成
７
年
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
度
よ
り
新
た
に
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
西
教
室
を
開

設
し
、
現
在
２
教
室
で
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

時 間 月 火 水 木 金

8:40

9:10

12:00

13:45

14:40

　おはようタイム　『朝の感話』『朝読』

〜あいさつ・健康観察・家庭での生活反省・今日の目標・今日の予定〜

　ランチタイム（弁当持参）休憩
登　　　校

チャレンジ相談・体験
  活動

創作活動
自由タイム

（ ス ポ ー ツ・
ゲームなど）

プランニン
グ体験活動

　明日も元気タイム

〜清掃・反省・教室から・日誌提出・あいさつ〜

★１週間の活動スケジュール

月 内　容 その他

5 社会科見学旅行

　地域サポートセンタ
ーとして、次のような
活動も行っています

●市教育相談担当者会
●地域センター研修会
●保護者研修会
●学校訪問研修会
●民生委員・児童委員会

  講話
●県 10 市研修報告会

6 梅収穫体験、栽培

7
七夕会・調理実習
サマーキャンプ

8 サマースクール

9 交流会

10 社会科見学旅行

11 秋の遠足，栽培

12 調理実習、クリスマス会

1 百人一首大会

2 入試特訓、持久走

3 お別れ旅行

★年間を通した主な行事

●
本
教
室
（
松
島
町
）

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２

　
階
（
☎
㉒
７
６
２
１
）

●
西
教
室（
東
山
代
町
里
）

　
旧
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　
内
（
☎
㉘
２
４
０
０
）

心
地
よ
い
『
居
場
所
』
で

　
　
学
校
復
帰
を
め
ざ
し
ま
す

伊万里地域スクーリング
サポートセンター・学校
適応指導教室せいら

友廣 正 室長

登校できない小・中学生を優しく指導する教室です せいら

『
せ
い
ら
』
と
は
？

　
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
学
習
活
動

を
通
し
、
自
信
を
つ
け
、
自
立
し

て
い
く
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

特
に
学
習
面
で
は
個
別
指
導
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
。

　
心
地
良
い
『
居
場
所
』
か
ら
集

団
生
活
に
な
じ
み
、『
学
校
復
帰
』

を
め
ざ
し
ま
す
。

　
校
長
経
験
者
な
ど
の
元
教
員
が

長
年
の
経
験
を
生
か
し
た
専
門
的

な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

臨
床
心
理
士
な
ど
に
よ
る
研
修
会

も
行
っ
て
い
ま
す
。

目
標
・
ね
ら
い
は
？

指
導
す
る
先
生
は
？

　
市
内
の
長
期
欠
席
児
童
生
徒

（
年
間
30
日
以
上
欠
席
）
の
３
割
が

『
せ
い
ら
』
に
在
籍
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
19
年
度
の
入
級
者
13
人

の
う
ち
４
人
が
学
校
復
帰
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
個
別
の
学
習
指
導
な
ど

に
よ
り
、
中
学
３
年
生
の
入
級
者

の
ほ
と
ん
ど
が
県
立
の
普
通
高
校

を
は
じ
め
全
日
制
・
定
時
制
・
通

信
制
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

　
過
年
度
卒
業
生
の
高
校
卒
業
後

は
、
そ
の
半
数
程
度
が
大
学
・
専

門
学
校
に
進
学
、
今
春
は
初
の
国

立
大
学
合
格
者
が
出
て
い
ま
す
。

せ
い
ら
を
巣
立
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
？

　　　　　　　  自主（個別）学習

自主活動（共遊、語らい、栽培）
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文
化
財
を
保
護
す
る
に
は
、

保
存
す
る
こ
と
や
、
観
光
な
ど

に
活
用
す
る
こ
と
の
ほ
か
に
、

そ
の
価
値
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
調
査
研
究
が
必
要
で
す
。

　
市
内
の
代
表
的
な
市
民
の
研

究
団
体
に
伊
万
里
市
郷
土
研
究

会
が
あ
り
ま
す
。

　
伊
万
里
市
郷
土
研
究
会
は
、

昭
和
34
年
４
月
25
日
に
伊
万
里

市
の
郷
土
史
の
研
究
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
会
員

数
は
約
250
人
で
、
お
も
な
活
動

は
、
研
究
機
関
誌
『
烏

か
ら
す

ん
枕

ま
く
ら

』

を
年
２
回
発
行
し
、
総
会
・
記

念
講
演
会
と
研
究
発
表
会
を
、

そ
れ
ぞ
れ
年
１
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
会
の
活
動
は
来
年
で
50

周
年
を
む
か
え
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
は
会
員
が
足
を
使
っ

て
各
地
の
資
料
を
掘
り
起
こ
し
、

情
報
を
提
供
し
あ
い
、
積
み
上

げ
て
い
ま
す
。
そ
の
地
道
な
活

動
の
中
で
、
新
た
な
文
化
財
が

発
見
さ
れ
た
り
、
文
化
財
の
価

値
づ
け
が
進
ん
だ
り
し
て
き
ま

し
た
。

　
そ
れ
ら
の
成
果
が
、
私
た
ち

の
郷
土
の
歴
史
や
文
化
、
自
然

環
境
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
役
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
伊
万
里
市
郷
土
研
究
会
は
、

多
年
に
わ
た
る
功
績
に
よ
っ
て

平
成
17
年
11
月
９
日
に
、
文
化

団
体
と
し
て
は
最
高
位
の
地
域

文
化
功
労
者
文
部
科
学
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

伊
万
里
市
郷

き
ょ
う

土ど

研
究
会

〜
文
化
財
を
研
究
し
て
郷
土
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
市
民
団
体
〜

　
　
　
市
民
と
文
化
財
③

◆
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　（
☎
　
３
１
８
６
）

◯23

研究機関誌『烏ん枕』は市民図書
館や市歴史民俗資料館で閲覧・貸
し出しができます

　　 サマーキャンプで
 感動の夏を！

　次世代の郷土を担う青少年リー
ダーの育成を目的に『伊万里サマ
ーキャンプ』を行います。魅力い
っぱいの沖縄で感動の夏を体験し
よう。

● 研修地　沖縄本土・渡嘉敷島
● 内　容　
　海洋研修、野外キャンプ、平和

学習など
● 期　間（５泊６日）
　７月 23 日（水）〜 28 日（月）
● 定員と参加費　
▷小学５・６年生 30 人、５万円
▷中学生６人、５万５０００円
▷高校生等（サブリーダー）４人

３万円
● 申込期限　６月 20 日（金）
※申し込み多数の場合は、選抜さ

せていただきます
● 申込・問合先
　生涯学習センター内青少年育成

市民会議事務局（☎㉓２６５８）
または各町公民館

　
万
延
元
年
（
１
８
６
０
年
）
の

絵
図(

左
記)

に
描
か
れ
て
い
る

伊
万
里
津
周
辺
の
史
跡
や
旧
跡
を

訪
ね
歩
く
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が

５
月
18
日
に
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、『
伊
万
里
市
博
物
館
・

美
術
館
づ
く
り
を
す
す
め
る
会
』

の
主
催
に
よ
る
も
の
で
す
。
同
会

は
会
員
数
約
300
人
、
年
間
４
回
、

絵
画
や
焼
物
な
ど
の
美
術
品
を
勉

強
す
る
『
日
曜
サ
ロ
ン
』
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
サ
ロ

ン
は
座
学
が
中
心
で
し
た
が
、
健

康
維
持
（
メ
タ
ボ
対
策
）
と
郷
土

の
歴
史
研
究
を
テ
ー
マ
に
今
回
、

初
め
て
企
画
・
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
参
加
し
た
約
70
人
は
、
さ
わ
や

か
な
晴
天
の
中
、
搦
龍
神
宮
に
集

合
し
、
土
井
町
水
神
宮
や
岩
栗
神

社
跡
、
伊
万
里
郷
大
庄
屋
前
田
家

住
宅
、
元
町
稲
荷
社
、
伊
萬
里
銀

行
跡
な
ど
約
20
か
所
を
巡
る
約
４

㌔
を
歩
き
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
伊
万

里
に
長
年
住
ん
で
い
る
が
、
案
外

知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
今
回
、

伊
万
里
の
再
発
見
が
で
き
た
」
と

い
う
声
も
あ
り
、
健
康
（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
）
と
伊
万
里
の
歴
史
（
郷

土
研
究
）
を
１
度
に
満
喫
し
、
充

実
し
た
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

歴
史
へ
の
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

本町の『馬つなぎ石』（中央）の解説を
する博美会・副代表委員の德永三郎さん

絵
図
を
片
手
に
歩
い
た

　
万
延
元
年
の
伊
万
里
津

絵
図
を
片
手
に
歩
い
た

　
万
延
元
年
の
伊
万
里
津



162008.6

↑大山妙子選手の説明を聞く伊万里中学校バスケットボール部員

　Ｗリーグ『ＪＯＭＯサンフラワーズ』のＯＧ選手３人が

公募で選ばれた伊万里中学校を訪れ、バスケットボールク

リニックを行いました。バスケ部員 39 人に約２時間、ド

ルブル・パス・シュートなどの基本プレーを指導し「基本

という土台がしっかりしていないと、その上の技術はない。

日ごろから常に基本を意識して」とエールを送りました。

　　　伊万里中でＪＯＭＯバスケットボールクリニック一流のプレーの土台は『基本』です

　『伊万里・食と農を考える会』によるふるさと薬膳レス

トランが大川内山公民館で開催されました。この日のテー

マは『肝機能を高める料理』。90 人を超える応募者の中か

ら選ばれた 50 人の参加者は、この春開発された『狗
いぬばこ

筥皿』

などの美しい伊万里焼の食器に盛られた『タンポポとクレ

ソンのサラダ』など、12 品の料理に舌鼓を打ちました。

↓金子弘子会長の献立説明を聞きながら薬膳料理を楽しむ参加者

　　　平成 20 年度ふるさと薬膳レストランが開店肝機能に優しい旬の食材を堪能

　本格的なマリンレジャーシーズンを前に、

NPO 法人伊万里湾小型船安全協会青バイ隊

の出動式が山代町久原埠頭でありました。こ

の日出動式に臨んだ８人の隊員は、早速水上

バイクにまたがり伊万里海上保安署の巡視艇

と合同パトロールを開始。伊万里湾内でプレ

ジャーボートやイカダに乗った釣り客に救命

胴衣の着用などを呼びかけました。皆さん、

海で楽しく遊ぶために『大切な命は自分で守

る』ことを心がけ、ルールを守りましょう。

　　　青バイ隊が海難防止活動出動式海上の安全確保は任せろ！

↓海上パトロールに繰り出す青バイ隊のメンバー（円内は出動式の様子）

4.19

まちの話題

4.29

みんなの広場

5.4
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みんなの広場

　４月 18 日に開催された第 20 回横浜食肉市場ミート・

フェア（全体出品牛：136 頭）で、田中勝已さん（波多津町）

の出品牛がキロあたり１万円の値を付け、田中さんが最高

位の名誉賞に輝きました。この日、塚部市長に受賞の報告

に訪れた田中さんは、「これからも牛たちに愛情をいっぱ

いかけて、育てていきたい」と受賞の喜びを語りました。

↑喜びの表情で塚部市長に受賞を報告する田中勝已さん（右）

　　　田中勝已さんが横浜食肉市場『名誉賞』受賞　　伊万里産佐賀牛  全国にアピール！

　梅雨を前に県内で佐賀市をメイン会場に水防演習があ

り、伊万里市では、サテライト会場として大川町宿地区で

松浦川水防演習がありました。地区住民の避難訓練や情報

伝達訓練のほか、南波多・大川・松浦の水防団による水防

工法演習があり、災害時さながらの緊張感のなか、積み土

のう工、月の輪工、水防マット工などの実演を行いました。

↓災害時さながらの緊張感で水防マット工の実演をする水防団員

　　　平成20 年度 嘉瀬川・六角川・松浦川水防演習水害に備えた水防対策と心構えを

　Ｃ
カ フ ェ

ＡＦＥ（飲食店）を中心とした様々な地域店舗がネット

ワークを結び、自分たちの街に素敵な出会いと楽しいきっ

かけを作る催し『Ｃ
カ フ ェ

ＡＦＥ　Ｗ
ウ ィ ー ク

ＥＥＫ』が東新町の岡政ビルで

開催されました。この日行われたライブ『ゆるとんツアー』

では『とんちピクルス』など３組の個性豊かなアーティス

トが出演。会場は多くの音楽ファンでにぎわいました。

↓熱唱する♪ウクレレ弾き語り & ラッパー『とんちピクルス』

　　　『CAFE WEEK2008』が伊万里に進出！盛り上がったゾ『ゆるとんツアー』

5.13

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ

5.11

5.3
　バルセロナオリンピック柔道 71 ㌔級金メダリスト・古

賀稔彦さんの講演会が市民センターでありました。佐賀県

出身で『平成の三四郎』と呼ばれ、現在は指導者として活

躍する古賀さん。『夢・目標にチャレンジ』と題した講演

では「夢に向かって努力することで心が成長する」と、中学・

高校の柔道部などで頑張る子どもたちに熱く語りました。

↑「死ぬまで柔道を続けたい。」柔道への思いを語る古賀稔彦さん

　　　柔道五輪金メダリスト・古賀稔彦さん講演会平成の三四郎が語る『夢への挑戦』

5.11
古
賀
稔
彦
さ
ん
の
講
演
は
、
有
田
工
業

高
校
O
B
会
・
伊
万
里
支
部
の
設
立
５

周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
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薫
風
に
　
押
上
げ
ら
れ
て
　
山
頂
へ

し
と
し
と
と
降
る
雨
の
音
に
あ
ぢ
さ
ゐ
の

色
深
か
み
ゆ
く
電
話
残
し
て

立
花
町
東
円
蔵
寺

永
尾
　
勲

村
田
　
妙
子

松
島
町

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
　
〜
青
空
へ
大
き
く
は
ば
た
け
〜

　
５
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
の
児

童
福
祉
週
間
を
前
に
、
４
月
21
日

に
波
多
津
保
育
園
と
伊
万
里
保
育

園
で
、
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
平
成
18
年
度

か
ら
は
塚
部
市
長
が
市
内
の
保
育

園
や
幼
稚
園
に
出
向
い
て
掲
揚
式

を
行
う
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
園
児
か
ら
贈
ら
れ

た
手
作
り
の
兜
か
ぶ
と

を
つ
け
た
塚
部
市

長
と
園
児
た
ち
が
、
元
気
い
っ
ぱ

い
に
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
。

　
そ
の
後
、園
児
全
員
に
よ
る
『
こ

い
の
ぼ
り
の
歌
』
や
、
お
ゆ
う
ぎ

の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
塚

部
市
長
が
「
こ
い
の
ぼ
り
の
よ
う

に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
園
児
た
ち
に
話
し
、『
青
空

へ
お
お
き
く
は
ば
た
け
波
多
津
・

伊
万
里
の
園
児
』
と
書
い
た
直
筆

の
色
紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。

よさこい総おどりを披露する波多津保育園児

こいのぼりを掲揚する伊万里保育
園児と塚部市長

N
B
C
ラ
ジ
オ
で
生
中
継

　
こ
の
日
の
様
子
は
N
B
C
ラ
ジ
オ

佐
賀
で
生
中
継
さ
れ
、
犬
塚
ま
ゆ
み

図
書
館
長
（
右
）
が
楽
し
い
図
書
館

記
念
日
の
様
子
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

 

伊
万
里
保
育
園
児
49
人
が
１
日
図
書
館
員
に
挑
戦

上
手
に
で
き
た
よ
！
『
本
の
貸
し
出
し
』

　
図
書
館
法
の
制
定
を
記
念
す
る

『
図
書
館
記
念
日
』
の
４
月
30
日
、

市
民
図
書
館
で
伊
万
里
保
育
園
の

年
長
組
園
児
49
人
が
『
１
日
図
書

館
員
』
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
犬
塚
図
書
館
長
か
ら
『
任
命
証
』

と
『
１
日
図
書
館
員
の
メ
ダ
ル
』

を
手
渡
さ
れ
た
園
児
た
ち
は
、
ち

ょ
っ
ぴ
り
緊
張
し
な
が
ら
、
全
員

が
交
代
で
図
書
の
貸
し
出
し
業
務

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
友
だ
ち
が
借
り

た
い
絵
本
と
利
用
カ
ー
ド
を
差
し

出
す
と
『
ピ
ッ
ピ
ッ
』
と
バ
ー
コ

ー
ド
を
読
み
取
り
、
上
手
に
貸
し

出
し
業
務
を
行
う
な
ど
、
図
書
館

で
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。



津
つ

上
がみ

 和
わ か

加さん

★
お
仕
事
は

　
㈲
太
田
総
研
に
入
社
し
て
５
か

月
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
覚

え
る
こ
と
ば
か
り
で
、
奮
闘
の

日
々
で
、
頑
張
っ
て
ま
す
♥

　
個
性
豊
か
な
先
輩
た
ち
と
一
緒

に
、
毎
日
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
ま
す
。

★
休
日
の
過
ご
し
方
は

　
友
人
と
一
緒
に
、
ド
ラ
イ
ブ
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
行
き
、
楽
し

く
過
ご
し
て
ま
す

(^^)

★
特
技
は

　
高
校
を
卒
業
し
て
始
め
た
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
・
ダ
ン
ス
が
特
技
で
す
♪

★
将
来
の
夢
は

　
か
わ
い
い
ス
テ
キ
な
お
嫁
さ
ん

で
す
♥

★立花台２丁目

★みずがめ座・0 型

　
ぼ
く
は
公
園
で
の
ボ
ー
ル
遊
び

が
大
好
き
で
〜
す
♬
将
来
の
夢
は
、

野
球
選
手
！？
大
好
物
は
、
や
っ
ぱ

り
ハ
ピ
ネ
ス
村
の
伊
万
里
牛
ス
ペ

シ
ャ
ル
★
美
味
し
い
お
肉
を
食
べ

て
こ
ん
な
に
大
き
く
な
り
ま
し
た

(^^)
み
ん
な
も
食
べ
に
き
て
ね
〜
♥

嘉
か む ら

村 慎
しんたろう

太郎くん

　
こ
れ
か
ら
も
お
外
で
、
元
気
い

っ
ぱ
い
た
く
さ
ん
遊
ぼ
う
ね
♥
秋

に
は
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
ね
♬
優
し
い

お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
れ
る
か
な
？

★大輔・志保さんの長男

★二里町東八谷搦

(　  )1 歳
10 か月

2008.619

(20 歳)

　
滝
川
内
の
竹
の
古
場
公
園
で
行

わ
れ
た
『
つ
つ
じ
祭
り
』
で
は
、

地
元
住
民
が
大
切
に
管
理
し
、
色

と
り
ど
り
に
咲
き
誇
っ
た
１
万
本

の
ツ
ツ
ジ
が
来
場
者
を
お
出
迎

え
。
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

な
ど
に
よ
る
演
奏
が
流
れ
る
中
、

来
場
者
は
展
望
台
か
ら
見
下
ろ
す

伊
万
里
湾
の
景
色
や
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
の
よ
も
ぎ
を
使
っ

た
『
つ
つ
じ
餅
』
な
ど
の
農
産
加

工
品
の
販
売
や
地
元
婦
人
部
に
よ

る
『
た
っ
し
ゃ
か
体
操
』
の
披
露

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
川
内
野
の
夢
耕
房
た
き

の
で
行
わ
れ
た
『
み
ど
り
き
ら
め

く
夢
の
市
』
に
は
、
直
径
1.6
㍍
の

巨
大
鉄
鍋
『
元
気
鍋
』
が
登
場
。

地
元
産
の
黒
米
を
使
っ
た
『
黒
米

だ
ご
汁
』
が
800
人
分
用
意
さ
れ
、

多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
に
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
黒
米
を
原
料
と
し
た
パ

ン
、
う
ど
ん
、
酒
な
ど
の
販
売
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
親
子
で
ハ
ヤ
釣

り
を
楽
し
む
姿
も
見
ら
れ
、
来
場

者
は
風ふ

う

光こ
う

明め
い

媚び

な
山
あ
い
の
里
で

の
１
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

滝
川
内

川
内
野

　
こ
ど
も
の
日
の
５
月

５
日
、
東
山
代
町
の
滝

野
地
区
で
恒
例
の
『
つ

つ
じ
祭
り
』
と
『
み
ど

り
き
ら
め
く
夢
の
市
』

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
自
然
や
特
産
品
を

生
か
し
た
ア
イ
デ
ア
豊
富
な
取
り
組
み
で

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
る
な
ど
、
住
民
総
出

の
『
地
域
力
』
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
万
本
の
ツ
ツ
ジ
と
元
気
鍋
が
お
出
迎
え

川
内
野
名
物
・
元
気
鍋
で
作
る
黒
米

だ
ご
汁
に
は
、
人
参
、
し
い
た
け
、

ご
ぼ
う
な
ど
地
元
産
野
菜
が
た
っ
ぷ

り
。
子
ど
も
た
ち
に
も
人
気
で
し
た

つ

つ

じ

祭
り

夢

の

市

滝
野
の
山
あ
い
で
満
喫
し
た
住
民
総
出
の
手
作
り
イ
ベ
ン
ト

竹の古場公園のツツジは近年最高の花付きとなりました

一番人気はやっぱり『つつじ餅』
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６月の市民スポーツ

６月の町民スポーツ

１日（日）
●伊万里町民球技大会
　８時40分開会　伊万里小学校ほか

●東山代町子ども会連合会
グラウンド・ゴルフ大会

　８時30分開会　東山代小学校ほか

15 日（日）
●二里町民婦人バレーボール大会
●二里町民インディアカ大会
●二里町民グラウンド・ゴルフ大会
　８時30分開会　二里小学校

●二里町民ゲートボール大会
　８時30分開会　二里ゲートボール場

●山代町民ゲートボール大会
　８時30分開会　山代ゲートボール場

22 日（日）
●黒川町民球技大会
　８時開会　黒川小学校

29 日（日）
●牧島町民球技大会
　８時30分開会　牧島小学校

●東山代町民バレーボール大会
　８時30分開会　国見中学校体育館

●大川町民球技大会
　８時30分開会　大川体育館ほか

1 日（日）
●伊万里市民グラウンド・ゴルフ大会
　８時30分開会　国見台陸上競技場ほか

1 日（日）〜毎週土・日曜日
●伊万里市民早起き野球大会
　6 時開会　国見台野球場

7 日（土）、８日（日）
●市長旗争奪伊万里市中学生野球大会
　8 時 20 分開会　国見台野球場

８日（日）
●近郊中学生バレーボール大会
　9 時開会　国見台体育館

15 日（日）
●市協会長杯親子バレーボール大会
　9 時開会　国見台体育館

●伊万里市スポーツ少年団交流大会
　8 時開会　南波多小学校ほか

22 日（日）
●あじさいカップバドミントン選手権大会
　9 時開会　国見台体育館

伊
万
里
商
業
高
校
が
全
勝
優
勝
！
伊
商
・
伊
農
・
敬
徳
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
31
回
市
長
旗
争
奪
伊
万
里
地
区
高
等
学
校
野
球
春
季
大
会

　
第
31
回
市
長
旗
争
奪
伊
万
里

地
区
高
等
学
校
野
球
春
季
大
会

が
、
４
月
29
日
か
ら
５
月
６
日
ま

で
国
見
台
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
は
、
伊
西
地
区
５
校

に
よ
る
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
リ
ー
グ
戦
の
結
果
、
投
打
に

安
定
し
た
伊
万
里
商
業
高
校
が
４

戦
４
勝
の
全
勝
で
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
上
位
３
校
は
５
月
30

日
開
幕
の
第
55
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
佐
賀

←
素
晴
ら
し
い
ピ
ッ

チ
ン
グ
を
み
せ
た
伊

万
里
商
業
高
校
・
下

平
投
手

県
高
等
学
校
野
球
大
会
へ
出
場
し

ま
す
。

種　目 優　勝 ２　位 ３　位

男子団体 敬徳高校Ａ 敬徳高校Ｂ 山代ＴＴＣ 松尾オート

一般男子 河村翔太
（敬徳高校）

藤松　雄
（敬徳高校）

仲尾　航
（敬徳高校）

松尾健太
（敬徳高校）

男子シニア 大川内孝德
（伊万里市役所）

福田隆博
（伊万里市役所）

前田　直
（南波多体協）

峯　敬文
（伊万里市役所）

男子ベテラン 栗原　崇
（ナカスポベテラン）

前田秀樹
（ＰＦクラブ）

榎本武美
（伊万里市役所）

岩﨑忠義
（大川内体協）

女子団体 ナカスポレディース
伊万里農林

高校Ｂ
伊万里農林

高校Ａ
伊万里高校Ａ

一般女子 古川葉子
（ナカスポレディース）

辻富士美
（ナカスポレディース）

井手亜紀奈
（伊万里農林高校）

毛利奈津子
（伊万里高校）

女子シニア 下平久美子
（大川内体協）

田代智恵子
（金曜会）

山浦加代子
（山代ＴＴＣ）

古賀里美
（金曜会）

４月 20日（日）国見台体育館

伊万里市職域・クラブ卓球大会
■　団体32チーム
■　個人 110人

↑優勝した伊万里商業高校の選手たち。笑顔がまぶしい !!

■優　勝
　伊万里商業高校（４勝）
■準優勝
　伊万里農林高校（３勝１敗）
■３　位
　敬徳高校（２勝２敗）
■４　位
　伊万里高校（１勝３敗）
■５　位
　有田工業高校（４敗）
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市 少 年 相 撲 大 会

　市内選手の上位成績は次のとおりです。

　男　子
● 100 Ｍ
　１位　11 秒 2　中川郁哉（伊万里高校）
　３位　11 秒 4　津上 遼（敬徳高校）
● 400 Ｍ
　１位　50 秒 3　中川郁哉（伊万里高校）
● 5000 Ｍ
　１位　14分54秒0　北村弘樹（佐賀陸協）
●中学 100 Ｍ
　１位　11 秒 6　福富晃希（啓成中学校）
　２位　12 秒 2　山口結生（東陵中学校）
●走高跳
　３位　１ｍ 80　馬場史忠
　　　　　　　　　（伊万里商業高校）
●走幅跳　６ｍ 70　岡本悠太（佐賀陸協）
●棒高跳
　２位　３ｍ 70　馬場史忠
　　　　　　　　　（伊万里商業高校）
　女　子
● 100 Ｍ
　１位　13 秒 2　鍋嶋 美里（伊万里高校）
●中学 100 Ｍ
　１位　13 秒 4　筬 亜衣子（国見中学校）
　２位　13 秒 5　成瀬 悠（伊万里中学校）
●４× 100 Ｒ
　２位　51 秒 3　伊万里商業高校
　　　　　　　　 佐藤歩子 　小川華奈

　　　　　　　 　筬 真衣子　大古場 彩華

　３位　51 秒 9　伊万里高校
　　　　　　　　 福田 雅　力武 彩

　　　　　　　　 大久保 糸織　鍋嶋 美里

　■期　日　５月３日（土）
　■会　場　国見台陸上競技場
　■出場者　1061 人　

　
　
県
体
に
向
け

審
判
員
を
募
集
し
ま
す

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
第
3
種
公
認
審
判

員
の
認
定
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
６
月
14
日
（
土
）　

午
後
７
時
〜
９
時

●

場
　
所
　
立
花
公
民
館

●

受
講
料
　
２
０
０
０
円
（
ル
ー
ル

ブ
ッ
ク
代
含
む
）

●

応
募
締
切
日
　
６
月
10
日
（
火
）

●

問
合
先
　
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

事
務
局
・
松
本
（
☎
㉘
０
０
０
９
）

　
市
少
年
相
撲
大
会
・
小
学

生
大
会
が
５
月
18
日
に
、
国

見
台
相
撲
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
相
撲
の

普
及
と
子
ど
も
た
ち
の
健
全

な
育
成
を
め
ざ
し
て
市
相
撲

連
盟
が
毎
年
開
い
て
い
る
も

の
で
、
今
年
で
31
回
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
で

は
、
ち
び
っ

こ
力
士
た
ち

が
大
相
撲
さ

な
が
ら
の
熱

戦
を
展
開
。
土
俵
場
で
の
真

剣
な
取
り
組
み
に
、
会
場
に

つ
め
か
け
た
保
護
者
た
ち
か

ら
は
大
き
な
声
援
と
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
上
位
の
結
果
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

個人の部 団体の部
小学生（男子）

５

年

生

① 川原信之（伊万里小） ①

②

③

東山代小学校

大坪小学校

伊万里小学校

② 多久島 惇史（東山代小）

③
井手海成（松浦小）
福田雄大（大川内小）

６

年

生

① 岡本　朗（黒川小） ①

②

③

大坪小学校

波多津小学校

山代東小学校

② 谷山寛幸（黒川小）

③
北野太陽（大川小）
吉武佑真（山代東小）

小学生新相撲（女子）

５

年

生

① 山口梨菜（大坪小）
① 二里小学校

② 辻　優輝（二里小）

③
塩屋稀美（山代東小）

② 東山代小学校
高麗　香（東山代小）

６

年

生

① 岩本有希（山代東）
① 大坪小学校

② 池田百花（大坪小）

③
前川侑季（二里小）

② 東山代小学校
中尾彩子（大坪小）

第 43 回
国見台陸上競技選手権大会

白
熱
す
る
土
俵
上

（
上
）、
沸
き
上
が
る
応

援
席
（
右
）、
女
の
子

も
頑
張
り
ま
し
た
（
左
）

２
０
０
８
　
伊
万
里
場
所

　
ち
び
っ
子
力
士
　
大
奮
闘

敢闘賞
５年生 弘川勝紀（山代東小）

６年生 富永志保（南波多小）



● 

内
　
容
　
お
茶
・
果
樹
の
生
産

現
場
見
学
と
昼
食
は
『
伊
万
里
・

食
と
農
を
考
え
る
会
』
の
み
な

さ
ん
に
よ
る
薬
膳
料
理

●

参
加
費
　
２
０
０
０
円

●

募
集
人
数
　
45
人
程
度

■
申
込
方
法
　
四
季
の
館
・
山
代

　
東
部
ふ
れ
あ
い
直
売
所
・
松
浦

　
の
里
・
Ａ
コ
ー
プ
伊
万
里
店
・

　
伊
万
里
市
役
所
に
申
込
用
紙
と

　
応
募
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
込
期
限
　
６
月
９
日
（
月
）

■
問
合
先
　
農
業
振
興
課

（
　
☎
㉓
２
５
５
７
）

222008.6

●

日
　
時
　
６
月
12
日
（
木
）

●

受
付
時
間

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

※
医
学
的
判
定
は
午
後
２
時
か
ら

●

会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

相
談
内
容

①
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
に
関
す

　
る
診
断
（
診
断
科
目
は
、
整
形

　
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
）

②
医
療
に
関
す
る
相
談

③
補
装
具
の
交
付
ま
た
は
修
理
、

　
適
合
な
ど
に
関
す
る
相
談
、
判
定

④
施
設
入
所
に
関
す
る
相
談
、
そ

お
知
ら
せ

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか

　子育てに関する悩みや相談を受け付けてい
ます。ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。
①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌や
　簡単な工作などを行います
　日　時　６月 11 日（水）、18 日（水）
　　　　　午前 10 時〜正午
　場　所　市民図書館ホール
②お誕生会
　６月生まれの乳幼児とその保護者
　日　時　６月 25 日（水）
　　　　　午前11時〜11時45分
　場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ
　（☎㉓５１９７）

　
の
他
更
生
指
導
に
関
す
る
こ
と

●

対
象
者

　
身
体
に
機
能
的
障
害
を
有
し
、

　
上
記
の
内
容
の
い
ず
れ
か
に
つ

　
い
て
相
談
を
希
望
す
る
人

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

●

申
込
・
問
合
先
　
福
祉
課
社
会

　
福
祉
係
（
　
☎
㉓
２
１
５
６
）

●

選
挙
の
期
日
　
７
月
６
日
（
日
）

●

告
示
の
日
　
６
月
29
日
（
日
）

●

立
候
補
届
出
事
務
説
明
会

▽
日
　
時
　
６
月
18
日
（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜

▽
会
　
場
　
市
役
所
４
階
大
会
議
室

●

問
合
先
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

　
務
局
（
☎
㉓
２
０
２
７
）

危険物安全週間　６月８日〜 14 日　『安全へ 確かなスマッシュ 保守点検』

身
体
障
害
者
巡
回

相
談
の
お
知
ら
せ

★
第
１
回

　『
黒
米
の
田
植
え
と
黒
米
料
理
』

●

日
　
時
　
６
月
15
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●

集
合
場
所
　

　
伊
万
里
市
役
所
玄
関
前

●

内
　
容
　
黒
米
の
田
植
え
体
験

　
と
昼
食
は
地
元
農
家
に
よ
る
手

　
作
り
の
黒
米
料
理
を
味
わ
う

●

参
加
費
　
１
５
０
０
円

●

募
集
人
数
　
20
人
程
度

★
第
２
回

　『
お
茶
と
果
樹
（
も
も
・
す
も
も
・

　
ハ
ウ
ス
み
か
ん
）
を
知
ろ
う
！

　
薬
膳
料
理
を
堪
能
し
よ
う
！
』

●

日
　
時
　
６
月
18
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

集
合
場
所

　
伊
万
里
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

ぼ
し
ゅ
う

畑
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン

参

加

者

募

集！

　伊万里市男女協働参画推進計
画（案）に対する意見募集の結
果、提出はありませんでした。
■問合先
　男女協働・まちづくり課

　（☎㉓２１１５）

パブリックコメントの結果

農
業
委
員
会
の
委
員

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

　
市
役
所
だ
よ
り
５
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
『
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
受
診
に
助
成
し
ま
す
』
の
中
で
、
助
成
対
象
者
の
要
件
に
次
の

と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

誤
『
③
今
年
度
以
前
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
を
し
て
い
な
い
人
』

正
『
③
今
年
度
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
を
し
て
い
な
い
人
』

　
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

お 

詫 

び

〒848-0041
佐賀県伊万里市新天町 520-6

℡ 0955-22-2021

伊万里の結婚式は、専門結婚式場

　　　ロイヤルチェスター伊万里
お客様のご希望、ご予算に応じた結婚式を
　　　　　　　　　　　　　プロのスタッフがお世話させていただきます。

広告広告

お知らせコーナー
チャンネル



　
農
業
の
基
礎
知
識
や
技
術
を
学

ぶ
『
伊
万
里
農
業
未
来
塾
』
を
開

催
し
ま
す
。

　「
土
づ
く
り
な
ど
農
業
を
基
礎

か
ら
学
び
た
い
」「
伊
万
里
で
農
業

者
と
し
て
頑
張
っ
て
み
た
い
」
な

ど
農
業
に
興
味
が
あ
り
、
市
内
で

農
業
に
従
事
す
る
こ
と
を
希
望
す

る
人
で
あ
れ
ば
、
年
齢
・
住
所
な

ど
制
限
な
く
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

●

開
設
講
座

　
農
業
の
基
礎
知
識
・
基
礎
的
技

　
術
の
習
得
（
入
門
コ
ー
ス
）

●

開
催
時
期

　
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
月
１

　
回
程
度

※
原
則
と
し
て
土
曜
日
ま
た
は
日

　
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

●

募
集
人
数
　
10
人
程
度

●

受
講
料
　
無
　
料

※
研
修
資
材
費
や
保
険
代
、
昼
食

　
な
ど
実
費
を
負
担
し
て
い
た
だ

　
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

●

申
込
方
法

　
農
業
振
興
課
に
備
え
付
け
の
申

　
込
書
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

狩猟免許試験のお知らせ
● 試験日
　① ７月 10 日（木）
　② ７月 16 日（水）
　③ ８月 ３ 日（日）
● 申込期限
　① ６月 18 日（水）
　② ６月 25 日（水）
　③ ７月 14 日（月）
● 手数料　5,300 円
● 受験会場
　①相知町文化交流センター

（唐津市相知町）
　②・③佐賀県射撃研修センター

（佐賀市大和町）
● 問合先
　県生産者支援課

（☎０９５２㉕７１１３）
または市猟友会事務局・有尾

（☎㉘０４０６）

水道週間　６月１日〜７日　『ただいまアー 蛇口をひねって 水ゴクリ』23 2008.6

　
ド
し
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●

申
込
・
問
合
先
　
農
業
振
興
課

　（
　
☎
㉓
２
５
５
７
）

　
伊
万
里
農
業
未
来
塾
の
開
催
に

先
立
ち
、
塾
の
詳
し
い
説
明
と
県

な
ど
が
主
催
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
な
ど
を
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
未
来
塾
受
講
希
望

の
人
や
、
よ
り
高
度
で
具
体
的
な

農
業
支
援
を
希
望
さ
れ
る
人
も
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時
　
６
月
27
日
（
金
）

午
後
６
時
〜

●

会
　
場
　
市
役
所
第
９
会
議
室

●

参
加
料
　
無
料

●

申
込
方
法
　
左
記
ま
で
電
話
で

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●

申
込
・
問
合
先
　
農
業
振
興
課

（
　
☎
㉓
２
５
５
７
）

●

日
　
時
　
12
月
７
日
（
日
）

　
13
時
開
演

●

会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

募
集
部
門

　
歌
（
合
唱
）、
器
楽
（
重
奏
）

※
ソ
ロ
出
場
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ロ
ッ

　
ク
バ
ン
ド
は
参
加
で
き
ま
せ
ん

●

応
募
資
格

　
市
内
在
住
者
ま
た
は
市
内
で
常

　
時
活
動
し
て
い
る
団
体
に
所
属

　
し
て
い
る
人

●

応
募
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

　
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各

　
町
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●

応
募
期
限
　
６
月
30
日
（
月
）

※
小
中
学
生
の
グ
ル
ー
プ
大
歓
迎

●

問
合
先
　
市
民
音
楽
祭
実
行
委

　
員
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
セ
ン

　
タ
ー
　
☎
㉒
１
２
６
２
）

●

講
座
名
　
わ
く
わ
く
ま
る
ご
と

　『
伊
農
』
教
室

●

対
　
象
　
一
般
（
子
ど
も
可
）

※
子
ど
も
は
保
護
者
と
参
加

●

募
集
定
員
　
15
組
（
単
独
参
加
可
）

●

参
加
費
　
１
組
５
０
０
円
（
連

　
絡
・
資
料
代
）

●

教
材
費
　
講
座
内
容
に
応
じ
て

　
１
０
０
０
円
程
度

●

募
集
期
間
　

　
６
月
２
日
（
月
）
〜
30
日
（
月
）

●

重
点
学
習
課
題
　『
伊
農
』
で
の

　
体
験
を
通
じ
て
、
農
の
大
切
さ

　
や
食
育
へ
の
関
心
を
高
め
る

●

学
習
方
法
　
講
義
・
実
習

●

学
習
時
間
　
３
時
間

●

学
習
テ
ー
マ
（
内
容
）

▽
９
月
13
日
（
土
）

①
秋
野
菜
作
り
・
野
菜
の
種
ま
き

▽
９
月
27
日
（
土
）

②
製
菓
・
製
パ
ン
実
習
Ⅰ

▽
11
月
８
日
（
土
）

③
腰
岳
散
策
（
自
然
を
体
験
）

▽
11
月
22
日
（
土
）

④
製
菓
・
製
パ
ン
実
習
Ⅱ

▽
12
月
６
日
（
土
）

⑤
野
菜
・
果
樹
収
穫
体
験
お
よ
び

　
草
花
寄
植
え
体
験
ほ
か

▽
12
月
20
日
（
土
）

⑥
製
菓
パ
ン
・
製
パ
ン
実
習
Ⅲ

●

申
込
・
問
合
先
　
伊
万
里
農
林

　
高
校
・
山
田
（
☎
㉓
４
１
３
８
）

伊
万
里
農
業
未
来
塾

受

講

生

募

集
！

市

民

音

楽

祭

出

場

者

募

集

就
農
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

参

加

者

募

集
！

伊
万
里
農
林
高
校
で

学

校

開

放

講

座

広告広告 市報の掲載広告で
お店･企業のPRしてみませんか

広報伊万里

広 告 掲 載 募 集 中広 告 掲 載 募 集 中広 告 掲 載 募 集 中

お問合せ
 TEL 0955-23-5808 (株)三光平成20年度広報伊万里

広告代理店事業者

現在８月以降残り少なくなりました。お早めにご予約を！

伊万里市
全世帯配布

家族の“ぬくもり”をたいせつにしたい…
緑の中の
デイサービスセンター
ながやま

TEL 0955-22-0187
FAX 0955-22-0188

お問い合わせは

〒848-0021
伊万里市大坪町甲740（永山）

広告広告

至唐津

ココ
至市街地至平山

今岳窯

消防詰所

（広域農道）

ドライブイン鳥

充実したサービスをお届けします!
お気軽にお問合わせ下さい。

至
屋
敷
野

202

７月から新しい施設もOPEN!

お知らせコーナー
チャンネル



242008.6毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

児童手当　現況届　受付日程表

受　付　日 地　　区　　名 会　場 時　間

６月 16 日（月）
伊万里町、松島町、脇田町
大川内町、二里町東八谷搦 市役所１階

福祉課
子育て支援室 ８時30分〜

17 時 15 分

６月 18 日（水） 立花町、新天町、蓮池町

６月 20 日（金） 大坪町、木須町、瀬戸町

６月 16 日（月）
　〜 20 日（金）

その他の地区 各出張所

※６月 24 日（火）は市役所福祉課で、午後７時まで全地区を受け付けます

　
平
成
20
年
６
月
１
日
時
点
に
お

け
る
児
童
の
養
育
状
況
や
所
得
な

ど
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け

る
要
件
に
つ
い
て
確
認
す
る
た

め
、
現
況
届
の
受
け
付
け
を
し
ま

す
。
届
け
出
が
な
い
場
合
は
、
６

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
内

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
　
象

　
児
童
手
当
を
現
在
受
給
し
て
い

　
る
人
で
、
小
学
校
６
年
生
ま
で

　
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
　

（
公
務
員
を
除
く
）

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

②
受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康
保

　
険
証
の
コ
ピ
ー

※
国
民
年
金
加
入
者
は
除
く

③
児
童
が
市
外
在
住
の
場
合
は
、

　
児
童
の
住
民
票
（
世
帯
全
員
の

　
記
載
が
あ
る
も
の
）

④
平
成
20
年
１
月
２
日
以
降
に
転

　
入
し
た
人
は
、
平
成
20
年
１
月

　
１
日
現
在
の
住
所
地
で
発
行
の

　
平
成
20
年
度
児
童
手
当
用
所
得

　
証
明
書

※
出
張
所
で
手
続
き
を
す
る
地
区

　
の
人
は
、
出
張
所
受
付
期
間
中
、

　
市
役
所
に
関
係
書
類
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

★
児
童
手
当
額
（
月
額
）

　
第
１
子
・
５
０
０
０
円

　
第
２
子
・
５
０
０
０
円

　
第
３
子
以
降
・
１
万
円

※
３
歳
未
満
一
律
１
万
円

児
童
手
当
の
現
況
届
は
忘
れ
ず
に

◆
問
合
先
　
福
祉
課
子
育
て
支
援
室（
　
　
　
２
１
７
４
）

   

■ 

問
合
先
　
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
（
　
☎
㉓
２
１
７
４
）

　
夜
間
や
休
日
な
ど
診
察
時
間
外
の
場
合
、
ど
こ
の
病

院
に
行
け
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
佐
賀
県
が

行
っ
て
い
る
『
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
（
99
さ
が
ネ
ッ

ト
）』
や
消
防
署
で
行
っ
て
い
る
『
24
時
間
救
急
医
療

情
報
案
内
』（
☎
㉒
３
８
５
２
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
消
防
本
部
　
警
防
課
　
救
急
室

（
　
☎
㉓
２
１
１
９
） 

命
に
か
か
わ
る
お
願
い
で
す

救
急
車
を
本
当
に
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

考
え
ま
し
ょ
う  

救
急
車
の
適
正
利
用

　『
生
命
の
危
険
が
あ
る
傷
病
者
が
救
急
車
を
待
っ
て
い
ま

す
』
救
急
車
の
出
動
件
数
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
が
、
救
急

車
を
要
請
し
た
人
の
う
ち
、
入
院
の
必
要
が
な
い
な
ど
の
軽

症
患
者
は
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
軽
症
患
者
の
う
ち
『
救
急
車
で
行
け
ば
早
く
診
て
も

ら
え
る
』、『
タ
ク
シ
ー
だ
と
金
が
か
か
る
が
救
急
車
は
無
料

で
搬
送
し
て
く
れ
る
』
な
ど
不
適
切
な
理
由
で
救
急
車
を
呼

ば
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
限
り
あ
る
救
急
車
が
、
緊
急
の
傷
病
者
の
た
め
に
出
動
で

き
る
よ
う
「
１
１
９
番
」
す
る
前
に
、
救
急
車
を
必
要
と
す

る
ほ
ど
の
緊
急
な
事
態
か
ど
う
か
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

？

広告掲載のお申し込み・お問い合わせは

〒848-0022 佐賀県伊万里市大坪町乙4161-1

〔夢CHU!編集部〕株式会社三光

お近くのスーパー・
　コンビニ・公共施設などに
　　　おいています。広告広告

0955-23-5808☎

いまりに夢CHU! 広告募集!
伊万里で読者参加型の情報誌を発行しています。

公式WEB&SNS

お得な情報が満載です!
お気軽にアクセスしてください。

http://www.muchu.mobi

７月は夏のおしゃれと
おいしいカレー屋さん特集！

お知らせコーナー
チャンネル
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■（財）省エネルギーセンターのホームページを参考に作成　http//www.eccj.or.jp/

家庭で
　できる！

今月の省エネと

地球温暖化防止対策
■問合先　環境課（　 ☎㉓２１４４）

ガス給湯器は目的に合わせて温度設定を
　65 ℓの水道水（水温 20℃）を使い、湯沸かし器の設定温度を
40℃から 38℃にし、１日に２回手洗いをした場合（使用期間：冷
房期間を除く 253 日）
年間でガス８．８０㎥の省エネ　約２０. ５Kg の二酸化炭素の削減
　給湯器はエネルギー効率の高い機器です。お湯を沸かす時は、水
からでなく、給湯器のお湯を沸かすようにしましょう

　11 日・25 日（弁護士）

　５日・７月３日（司法書士）

　19 日（公証人）

　20 日

　３日 (10 時〜 17 時）・17 日

※祝日を除く

法 律 相 談
暮らしのトラブル相談
暮 ら し の 知 恵 相 談
行 政 相 談
人 権 相 談
消 費 生 活 相 談

❶
❷
❸
❹
❺
❻

第２･ ４�
第  １   �
第  ３   �
第  ３   �
第１･ ３�
毎週月水金

●社会保険相談 会場 : １階面接室（市民ロビー前）

　毎週金曜日 ９時 30 分〜 15 時

●健康相談 会場：市民ロビー

　毎月第１火曜日 13 時 30 分〜 15 時

●身障者相談 会場 : 市民ロビー

　毎月第４月曜日 10 時〜 15 時

※① ･ ② ･ ③は、市民サービス係まで予約してください

　　病気や健康に対する不安につけこみ「健康になる」「必ず体がよ
くなる」などと言い、健康器具や健康食品を売りつけます。

　　誇大な効能効果をうたった商品や何年分もの商品を、大量に売り
つけたりすることもあります

　●ポイント
　①健康食品は「○○に効く」などという効能効果を表示できません
　②訪問販売であれば、契約書面を受け取った日を含めて８日以内で

あればクーリングオフができます。早めに相談を！！
　◆問合先　情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３６）

悪徳商法にご用心！健康商法

一人で悩まず
ご相談ください

■会 場：市役所１階市民相談コーナー
■時 間：10 時〜 15 時　無料・秘密厳守

７日（土）13 時　無料
　ほほえみ広げてふれあいステージ
４日（水）〜 13 日（金）　無料
　ほほえみ広げてふれあいステージ作品展

29 日（日）開演 11時・13時30分・16時・19時
　映画『春よこい』上映会

※チケット等問合先　（株）テス・サービス
（☎ 092-291-6761）

★おはなし教室０１２　毎週木曜日11時、11時30分

　場所：のぼりがまのおへや
★おはなし会　毎週土曜日 14 時 30 分〜 15 時
　場所：のぼりがまのおへや
★一般上映会　18 時〜 18 時 30 分
　６月 13 日（金）『めぐみ』（アニメ）
★名画上映会　14 時 30 分〜 16 時
　６月 15 日（日）『武器よさらば』（モノクロ）
★６月の休館日　26 日（館内整理日）
　２日、９日、16 日、23 日、30 日

市民センター ☎㉒３９１１

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

６ 月 の 市 民 相 談６ 月 の 行 事

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

大　人 大学・高校 中学・小学 シニア

前売 1300 円 1300 円 なし 1000 円

当日 1800 円 1500 円 1000 円 1000 円

まずはご相談下さい。

http://www.sanko-jpn.com
〒848-0022 佐賀県伊万里市大坪町乙4161－1

担当
西田

株式会社　三 光

広告広告 伊万里の商店・企業様限定。
制作費無料でホームページ作成致します。
伊万里の商店・企業様限定。
制作費無料でホームページ作成致します。

弊社HPは 三光 伊万里 検  索 と入力して検索してください。

ホームページは作成しただけではあまり意味がなく、その後の更新がとても重要です。初期制作費用を無料にして、その後の更新・保守・
管理料で運営させていただきます。更新・保守・管理料は毎月15,000円です。まずはお問い合わせ下さい。

0955−23−5808☎
y-nishida@sanko-jpn.com

お知らせコーナー
チャンネル

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索



人のうごき
平成 20 年５月１日現在
●人口　58,380 人　　（− 11）
　　男　27,875 人　　（−   3）
　　女　30,505 人　　（−   8）
●世帯　21,545 世帯   （＋ 69）

（　）は前月比

広報　　　　　 2008-6

■発行日／平成 20 年６月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／株式会社 三光

編

集

室

か

ら

　
毎
年
盛
り
上
が
る
小
学
生
相
撲
大
会
の
取
材

は
私
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。
で
も
今
回
は
気
が

重
い
。
娘
（
吹
け
ば
飛
ぶ
よ
う
な
小
柄
で
細
い

タ
イ
プ
）
が
出
場
す
る
の
だ
。
い
よ
い
よ
出
番
、

緊
張
の
瞬
間
が
や
っ
て
き
た
。
気
に
な
る
対
戦

相
手
は
？
で
か
い
！
背
が
高
く
、
肉
付
き
も
娘

の
倍
以
上
あ
り
そ
う
だ
。
少
し
は
手
加
減
し
て

ね
。
は
り
倒
さ
れ
て
骨
が
ポ
キ
ッ
な
ん
て
・
・
・

「
は
っ
け
よ
い
、
の
こ
っ
た
！
」・
・
・
３
秒
後
、

閉
じ
て
い
た
瞼

ま
ぶ
た

を
恐
る
お
そ
る
開
い
た
ら
、
娘

の
姿
は
土
俵
の
上
か
ら
消
え
て
い
た
。
よ
く
頑

張
っ
た
ぞ
。
怪
我
し
な
く
て
よ
か
っ
た
ね
。（
哲
）
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今
年
度
も
、
宮
本
亜
門
さ
ん
ら
多
彩
な
講
師
が
揃
い
ま
し
た

　
い
ま
り
浪
漫
大
学
は
、
平
成
15

年
に
『
地
域
文
化
の
創
造
と
人
づ

く
り
』
を
め
ざ
し
、
県
内
で
初
め

て
開
校
し
た
市
民
大
学
で
す
。

　
平
成
15
年
９
月
10
日
、
女
優
の

倍
賞
千
恵
子
さ
ん
の
講
座
を
皮
切

り
に
、
こ
れ
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
か
ら
の
著
名
人
を
毎
年
４
人
ず

つ
講
師
に
迎
え
て
き
ま
し
た
。
人

生
論
、
社
会
情
勢
、
各
分
野
の
裏

話
な
ど
、
暮
ら
し
や
仕
事
の
中
で

生
か
せ
る
有
意
義
な
ヒ
ン
ト
が
得

ら
れ
る
場
と
し
て
、
多
く
の
市
民

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
開
校
か
ら
４
年
目
の
平
成
18
年

度
か
ら
、市
の
補
助
金
な
し
で
『
独

り
立
ち
』
し
た
浪
漫
大
学
。
西
山

茂
理
事
長
を
は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
32
人
（
５
月
１
日
現

在
）
が
『
手
弁
当
』
で
大
学
の
運

営
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
６
期
目
を
迎
え
た
今
年
度
も
演

出
家
の
宮
本
亜
門
さ
ん
を
は
じ
め

多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
の
著
名
人

４
人
に
よ
る
講
座
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
仕
事
の
後
に
参
加
で
き

る
よ
う
、
開
演
は
午
後
７
時
か
ら

で
す
。
現
在
、
受
講
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
市
民
手
作
り
の
『
い

ま
り
浪
漫
大
学
』
で
、
生
涯
学
習

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■受講料　個人 9,000 円　夫婦、家族、法人・５人
以上のグループは１人 8,000 円

■申込・問合先　
　〒 848-0045　伊万里市松島町 73 番地
　いまり浪漫大学事務局（生涯学習センター内）

　（☎㉔９６１３　　㉔９６１４）

フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
・
白
鴎
大
教
授

山 
本 
コ
ウ
タ
ロ
ー

１
月
21
日（
水
）

第
４
回

元
宮
城
県
知
事
・
慶
応
義
塾
大
教
授

浅 

野 

史 

郎

10
月
31
日（
金
）

第
３
回

作
家
・
東
京
家
政
大
教
授

落 

合 

恵 

子

８
月
22
日（
金
）

第
２
回

演
出
家

宮 

本 

亜 

門

７
月
４
日（
金
）

第
１
回

芸
術
・
文
化
の
『
風
』
を

伊
万
里
に
届
け
て
い
ま
す

↑平成 19 年度第４回講座の講師を務めた歌手・中島啓江さんを囲んで記念撮影
　するいまり浪漫大学ボランティアスタッフの皆さん（平成 20 年１月 24 日）

　
い
ま
り
浪
漫
大
学
運
営
委
員
会

　
理
事
長
　西
山 

茂
さ
ん（
立
花
町
）

浪
漫
大
学
で
学
び
『
心
の
文
化
』
を
育
て
ま
せ
ん
か

　
経
済
発
展
を
健
全
に
進
め
る

に
は
、
文
化
・
芸
術
が
必
要
不

可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
で
、
遊
び
心
の
あ
る

人
材
を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
人
生
経
験

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
い

ま
り
浪
漫
大
学
は
、
そ
ん
な
人

の
学
び
舎
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
と
共
に
泣
き
、

笑
い
、
心
の
文
化
を
育
て
て
い

き
ま
せ
ん
か
。

豊
か
な
人
や
、
ア
ス
リ
ー
ト
と

呼
ば
れ
る
人
た
ち
の
話
を
聞
く

FAX


